
１．試験時間
しけんじかん

：100分
ふん

２．問題
もんだい

数
すう

：50問
もん

３．注意事項
ちゅういじこう

：

（３）試験問題
しけんもんだい

　と　解答
かいとう

用紙
ようし

　は、　試験
しけん

が　終わったら　回収
かいしゅう

　します。

（４）	試験問題
しけんもんだい

　は、　試験
しけん

監督
かんとく

官
かん

　が　読
よ

み上
あ

げます。

（５）	わからない　こと　が　あったら、　手
て

　を　挙
あ

げて　試験
しけん

監督官
かんとくかん

　に　質問
しつもん

　して　ください。

（２）問題
もんだい

31　から　50　は、　語群
ごぐん

　から　適切
てきせつ

　な　言葉
ことば

　を　選択
せんたく

し、

　　　　 解答
かいとう

用紙
ようし

　に　記号
きごう

　を　記入
きにゅう

　して　ください。

学科試験問題（上級）
がっかしけんもんだい               じょうきゅう

受験番号
じゅけんばんごう

名前
なまえ

（１）問題
もんだい

1　から　30　に　書
か

いて　ある　こと　が　正
ただ

しい　場合
ばあい

　は、　○、　誤
あやま

り　の

　　　　 場合
ばあい

　は、　×　を　解答
かいとう

用紙
ようし

　に　記入
きにゅう

　して　ください。
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４．問題
もんだい

：

（８）5S活動
かつどう

 の 「整理
せいり

」 とは、 必要
ひつよう

 な もの と 不要
ふよう

 な もの を 分
わ

け、 不要
ふよう

 な

　　　　　　もの を 捨
す

てる こと を いう。

（９）製造記号
せいぞうきごう

 は、 「いつ、 どこで、 誰
だれ

が使
つか

った」 と いう こと を 明
あき

らかに する

　　　　　　ため の もの で ある。

（１０）製造
せいぞう

作業
さぎょう

 の 開始時間
かいしじかん

 が 予定
よてい

 よりも 遅
おそ

く なって しまった。 このままでは、

　　　　　　就業時間内
しゅうぎょうじかんない

 に 数量
すうりょう

 が 確保
かくほ

 できない こと から、 作業標準書
さぎょうひょうじゅんしょ

 に 記述
きじゅつ

　　　　　　されている 作業
さぎょう

スピード より 速
はや

く する 必要
ひつよう

 が ある。

（４）製品
せいひん

 に 貼
は

る シール に ついて は、 製品
せいひん

 を 目立
めだた

たせたり、 未使用
みしよう

 を 知
しら

らせる

　　　　 という 効果
こうか

 も ある。

（５）梱包
こんぽう

 された 製品
せいひん

 を 積載
せきさい

 する 際
さい

、 出荷
しゅっか

時
じ

 の 輸送
ゆそう

 に 備
そな

えて 荷崩
にくず

れ

　　　　 防止対策
ぼうしたいさく

 を する 必要
ひつよう

 が ある。

（６）製造
せいぞう

終了後
しゅうりょうご

、 製造
せいぞう

実績数量
じっせきすうりょう

 と 材料消費数量
ざいりょうしょうひすうりょう

 が 合
あ

わなかった。

　　　　 材料
ざいりょう

 の ほう が 多
おお

く 残
のこ

って いた 場合
ばあい

 は、 「計算
けいさん

を間違
まちが

えた」 「入
い

れ忘
わす

れがあった」

　　　　 「材料
ざいりょう

がもともと多
おお

く入
はい

っていた」、 この 全
すべ

て が 考
かんが

えられる。

（７）充填量
じゅうてんりょう

 の 計測
けいそく

 を 行
おこな

った ところ、 充填量
　じゅうてんりょう

 の ばらつき が 大
おお

きく、 充填規格
　じゅうてんきかく

　　　　　　の 下限
かげん

 に 近い 製品
せいひん

 も 多
おお

く 見受
みう

けられた。 充填規格
じゅうてんきかく

 より も 少
すく

なく 充填
じゅうてん

　　　　　　してしまう 可能性
かのうせい

 が ある ため、 充填量
じゅうてんりょう

 の 再
さい

調整
ちょうせい

 が 必要
ひつよう

 で ある。

（１）材料
ざいりょう

ロット が 変
か

わったら、変
か

わった時間
じかん

 と ロット の 記号
きごう

 を 記載
きさい

 することで、

　　　　 トレサビリティ を 管理
かんり

 する。

（２）充填量
じゅうてんりょう

 は、 重さ
おも

 で 管理
かんり

 しているが、 製品
せいひん

 の 容器
ようき

 の 表示
ひょうじ

 が 「㎖」 で あった

　　　　 場合
ばあい

、 重
おも

さ と 数値
すうち

 が 違
ちが

う こと が ある。

（３）製品
せいひん

規格
きかく

 の 充填
じゅうてん

量 は「上限値
じょうげんち

：125.5g、目標値
もくひょうち

：123.3g、下限値
かげんち

：

　　　　 121.6g」 。 3個
こ

  計測
けいそく

 した ところ、 「121.8g、125.6ｇ、123.5g」 で あった

　　　　 ため、 次工程
じこうてい

 へ 受
う

け渡
わた

した。
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（３３）品質
ひんしつ

管理
かんり

においては、事実
じじつ

に基
もと

づく判断
はんだん

が大切
たいせつ

であり、過去
かこ

の

　　　　　　だけに頼
たよ

らず、事実
じじつ

とデータを正
ただ

しく把握
はあく

して客観的
きゃっかんてき

に判断
はんだん

することが大切
たいせつ

である。

（１５）化粧品
けしょうひん

GMP の ガイドライン は、 作業場
さぎょうじょう

 に おける 作業者
さぎょうしゃ

 の 安全
あんぜん

 と

　　　　　　環境
　かんきょう

 の 保護
ほご

 を 目的
もくてき

 として 作成
さくせい

 されて いる。

　以下
いか

の問題
もんだい

（３１）〜（４０）について、最終
さいしゅう

ページの語群
ごぐん

①より空欄
くうらん

に入
はい

る適切
てきせつ

な

　言葉
ことば

を選択
せんたく

し、記号
きごう

で解答
かいとう

してください。

（３１）作業
さぎょう

を標準化
ひょうじゅんか

することにより、　　　　　　　　　　　　　　　　、仕損
しそん

の防止
ぼうし

、

　　　　　　能率
のうりつ

の向上
こうじょう

、作業
さぎょう

の安全化
あんぜんか

が図
はか

れる。

（３２）改善
かいぜん

活動
かつどう

とは、現状
げんじょう

の作業
さぎょう

における　　　　　　　　　　　　　　　　　を発見
はっけん

し、

　　　　　　それを解決
かいけつ

してよりよい作業
さぎょう

状態
じょうたい

を生
う

み出
だ

す活動
かつどう

のことをいう。

（１３）梱包
こんぽう

作業
さぎょう

中
ちゅう

、 ケース に 製品
　せいひん

 を 入
い

れようと した ところ、 誤
あやま

って 床
ゆか

に

　　　　　　落下
らっか

 させて しまった。 埃
ほこり

 が ついていない こと を 確認
かくにん

 して ケース に 入れた。

（１４）作業
さぎょう

場
じょう

内
ない

 は 安全
あんぜん

 な  環境
かんきょう

 に 整備
せいび

 されて いる ため、 管理者
かんりしゃ

 の

　　　　　　指示
しじ

 どおり に 作業
さぎょう

 を して いれば、 労働災害
ろうどうさいがい

 の 被害
ひがい

 に 遭
あ

う こと は ない。

（１１）機械
きかい

 や 器
き

工具
こうぐ

 を 使用
しよう

 する 前
まえ

、 外観
がいかん

 に 異常
いじょう

 が ないか、 正常
せいじょう

 に

　　　　　　動
うご

く か、 事前
じぜん

 の 点検
てんけん

 が 重要
じゅうよう

 で ある。 これによって、 安全
あんぜん

面
めん

 や 品質
ひんしつ

面
めん

　　　　　　の トラブル 防止
ぼうし

 にも つながる。

（１２）部品
ぶひん

 を 洗浄
せんじょう

 する 際
さい

、 保護
ほご

メガネ を 着用
ちゃくよう

 する ルール に なって いる が、

　　　　　　他
ほか

 の 作業者
さぎょうしゃ

 が 保護
ほご

メガネ を 使用
しよう

 して いる 時
とき

 には 着用
ちゃくよう

 しない で

　　　　　　作業
さぎょう

 しても よい。

（１１）仕上
しあげ

作業
さぎょう

 や 検査
けんさ

作業
さぎょう

 において、 工程外
こうていがい

 に 排出
はいしゅつ

された 製品
せいひん

 の 合否
ごうひ

 は

　　　　　　品質
ひんしつ

基準
きじゅん

書
しょ

 の 製品
せいひん

規格
きかく

 に 基
もと

づいて 判定
はんてい

 される。
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（４４）標準
ひょうじゅん

には目的
もくてき

に合
あ

わせて種類
しゅるい

がある。製品
せいひん

の　　　　　　　　　　　　　　　を定
さだ

める

　　　　　　部品
ぶひん

規格
きかく

や設計
せっけい

規格
きかく

、製品
せいひんひん

の 品質
ひんしつ

を確保
かくほ

するための材料規格
ざいりょうきかく

などがある。

（４５）充填仕上工程
じゅうてんしあげこうてい

において、各
かく

作業
さぎょう

の　　　　　　　　　　　　　　　　を発見
はっけん

し、

　　　　　　改善
かいぜん

することによって、生産性
せいさんせい

の向上
こうじょう

につながる。

　以下
いか

の問題
もんだい

（４１）〜（５０）について、最終
さいしゅう

ページの語群
ごぐん

②より空欄
くうらん

に入
はい

る適切
てきせつ

な

　言葉
ことば

を選択
せんたく

し、記号
きごう

で解答
かいとう

してください。

（４１）職場
しょくば

において問題
もんだい

が発生
はっせい

した場合
ばあい

には、実際
じっさい

にその現場
げんば

に行
い

って、何
なに

がどのように

　　　　　　発生
はっせい

したか確認
かくにん

が大切
たいせつ

であり、このようなことを三現主義
さんげんしゅぎ

という。この三現主義は

　　　　　　「現場
げんば

・　　　　　　　　　　　　　　　　・現実
げんじつ

」の３つの「現
げん

」を重視
じゅうし

している。

（４２）汚染
おせん

とは、製品
せいひん

に　　　　　　　　　　　　　　　　化学的
かがくてき

、物理的
ぶつりてき

、微生物
びせいぶつ

学
がく

的
てき

な

　　　　　　事象
じしょう

が生
しょう

じることをいう。

（４３）課題
かだい

とは、現状
げんじょう

と　　　　　　　　　　　　　　　　姿
すがた

とのギャップ（差
さ

）のことをいう。

（３３）品質
ひんしつ

管理
かんり

においては、事実
じじつ

に基
もと

づく判断
はんだん

が大切
たいせつ

であり、過去
かこ

の

　　　　　　だけに頼
たよ

らず、事実
じじつ

とデータを正
ただ

しく把握
はあく

して客観的
きゃっかんてき

に判断
はんだん

することが大切
たいせつ

である。

（３４）仕事
しごと

の目的
もくてき

を効果的
こうかてき

に、効率
こうりつ

よく行
おこな

うために行
おこな

う活動
かつどう

で「計画
けいかく

 ‐ 実施
じっし

 ‐ 確認
かくにん

　　　　　　‐ 処置
しょち

」を反復
はんぷく

することを　　　　　　　　　　　　　　　　サイクルいう。

（３５）「工程
こうてい

」という言葉
ことば

は、化粧品
けしょうひん

製造
せいぞう

分野
ぶんや

だけではなく、それ以外
いがい

の分野
ぶんや

の仕事
しごと

でも

　　　　　　使用
しよう

されており、　　　　　　　　　　　　　　　　　とも呼
よ

ばれている。
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■ 設問
せつもん

（３１）〜（４０）の語群
ごぐん

■ 設問
せつもん

（４１）〜（５０）の語群
ごぐん
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問題
もんだい

番号
ばんごう

解答
かいとう

記入
きにゅう

欄
らん

問題
もんだい

番号
ばんごう

解答
かいとう

記入
きにゅう

欄
らん

問題
もんだい

番号
ばんごう

解答
かいとう

記入
きにゅう

欄
らん

問題
もんだい

番号
ばんごう

解答
かいとう

記入
きにゅう

欄
らん

問題
もんだい

番号
ばんごう

解答
かいとう

記入
きにゅう

欄
らん

（1） （11） （21） （31） （41）

（2） （12） （22） （32） （42）

（3） （13） （23） （33） （43）

（4） （14） （24） （34） （44）

（5） （15） （25） （35） （45）

（6） （16） （26） （36） （46）

（7） （17） （27） （37） （47）

（8） （18） （28） （38） （48）

（9） （19） （29） （39） （49）

（10） （20） （30） （40） （50）

採点者名
さいてんしゃめい

正解
せいかい

不正解
ふせいかい

得点
とくてん

※以下
いか

、試験
しけん

監督官
かんとくかん

記入
きにゅう

欄
らん

受験番号
じゅけんばんごう

名前
なまえ

学科試験解答用紙
がっかしけんかいとうようし

（上
じょう

級
きゅう

）
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